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はじめに 

 

我が国の国土面積の 2 割、森林面積の 3 割に当たる国有林野の管理経営は、森林経営の用

に供するものとされた国有財産として、①国土の保全その他国有林野の有する公益的機能の

維持増進を図るとともに、あわせて、②林産物を持続的かつ計画的に供給し、③国有林野の

活用によりその所在する地域の産業の振興又は住民の福祉の向上に寄与することを目標とし

て行うこととされている。 

このような中で、森林に対する国民の要請は、国土の保全や水源の涵
かん

養に加え、地球温暖

化の防止、生物多様性の保全、森林環境教育の推進、森林とのふれあいや国民参加の森林
も り

づ

くり等の面での期待が高まるなど、公益的機能の発揮に重点を置きつつさらに多様化してき

た。特に、国有林野に対しては、地球温暖化防止、生物多様性の保全の面での期待が大きく

なってきた。加えて、国有林野と民有林野を通じた公益的機能の発揮が強く期待されている

ものの、地域によっては、国有林野に隣接する民有林野において十分な整備や保全が行われ

ていない状況もみられる。また、戦後造成した人工林が本格的な利用期を迎える中、我が国

の林政は、森林・林業の再生に向け、大転換を進めており、国有林野事業については、民有

林への指導やサポートなど我が国の森林・林業の再生に貢献することが求められている。 

こうしたことを踏まえ、国有林野事業については、公益的機能の発揮のための事業や民有

林への指導やサポート、木材の安定供給等の事業を、民有林に係る施策との一体的な推進を

図りつつ、一層計画的に実施していくため、平成２５年度から、それまでの特別会計により

企業的に運営する事業から一般会計において実施する事業に移行した。 

加えて、我が国では、多くの森林が利用可能な段階を迎える中で、民有林においては、森

林の経営管理の集約化が喫緊の課題となっており、林業の成長産業化と森林資源の適切な管

理の両立を図るため、市町村が森林所有者から森林の経営管理の委託を受け、意欲と能力の

ある林業経営者に再委託を行い、林業経営の集積・集約化を推進するとともに、再委託でき

ない森林及び再委託に至るまでの森林においては、市町村が公的管理を行う森林経営管理制

度が平成 31 年４月から導入された。あわせて、市町村が実施する森林整備等に必要な財源に

充てるため、平成 31 年３月に「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」が成立し、同

年４月から一部が施行された。 

これらを踏まえ、国有林野事業は、冒頭の目標の下、森林・林業や国有林野事業に対する

国民の多様な要請と期待を踏まえつつ、一般会計において国民共通の財産である国有林野を

名実ともに「国民の森林
も り

」とするよう、公益重視の管理経営を一層推進するとともに、その

組織・技術力・資源を活用して、林業の成長産業化の実現に向け貢献するための取組を進め

る。 

本計画は、国有林野の管理経営に関する法律（昭和 26 年法律第 246 号）第６条第１項の

規定に基づいて、九州森林管理局長が、国有林野の管理経営に関する基本計画に即し、国有

林の地域別の森林計画と調和させ、あらかじめ国民の意見を聴いた上で、今後５年間の宮古

八重山森林計画区における国有林野の管理経営に関する基本的な事項について定めたもので

ある。 

宮古八重山森林計画区における国有林野の管理経営は、関係住民の理解と協力を得ながら、

さらに、関係行政機関と連携を図りつつ、この計画に基づいて適切に行う。 
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１ 国有林野の管理経営に関する基本的な事項 

（１）国有林野の管理経営の基本方針 

国有林野の管理経営は、国有林野の管理経営に関する基本計画に即するとともに、国有

林の地域別の森林計画と調和して、機能類型区分等による公益重視の管理経営を一層推進

するとともに、その組織・技術力・資源を活用して林業の成長産業化の実現に向け貢献す

ることを基本方針とする。 

 

 ① 森林計画区の概況 

本計画の対象は、宮古八重山森林計画区を管轄区域とする国有林野 25,023ha(不要存置

林野 375ha を含む。)であり、主に八重山群島最大の島である西表島(竹富町)に位置してお

り、西表島及び鳩間島等周辺の島々を含め竹富町全体面積の 74％を占めている。このほか、

八重山群島の与那国島（与那国町）、波照間島（竹富町）等の島々にも散在する。 

計画の中心となる西表島の中央部は古見岳(470m)、テドウ山(442m)、御座岳(421m)、波

照間森(447m)、南風岸岳(425m)等、標高 400ｍ級の山々が緩やかな尾根を連ねる山岳地帯

で、多くは海に向かって広い海岸段丘を形成しているが、島の南西部には山が海に迫る高

さ 200ｍ以上の絶壁も見られる。 

河川は、山岳地帯を水源に浦内川、仲間川、クイラ川等があり、蛇行しながら流れ、上

流域は谷が深く切れ込み起伏の多い複雑な地形になっているが、河口付近は河幅も広く平

坦で流量も豊富である。 

また、本地域には、イリオモテヤマネコやカンムリワシ（共に国指定特別天然記念物、

国内希少野生動植物）等の貴重な野生動物が生息し、また、星立天然保護区域、仲間川天

然保護区域、ウブンドルのヤエヤマヤシ群落、船浦のニッパヤシ群落（共に国指定天然記

念物）等の植物群落があり、これらのほとんどは国有林である。西表島の国有林は、マン

グローブ林のほか、スダジイ（イタジイ）、オキナワウラジロガシ、タブノキ等で構成さ

れ、大陸遺存種である温帯系のものと熱帯系のものとが入り交じった植生を形成している。 

また、植物群落全体の種の組合せが原生林に極めて近いと言われ、学術的にも非常に価

値の高い森林を擁しているため、島の中心部を含む地域を西表島森林生態系保護地域

(22,366ha)に設定しているほか、西表石垣国立公園特別保護地区にも指定されており、令

和３年７月には世界自然遺産「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」の構成資産の

一部となったところである。このように、希少野生動植物の保護をはじめとして自然環境

の保全・形成を図る必要がある地域である。 

日本最大規模のマングローブ林を有する浦内川及び仲間川並びにヒナイ川流域は、西表

島森林生態系保護地域の重要な一部をなすとともに、優れた自然景観にも恵まれているこ

とから、西表自然休養林にも設定されており、森林レクリエーションや保健休養の場とし

て多くの人に利用されている。一方で、西表島の観光には自然環境や住民生活への影響と

いった課題も生じているため、エコツーリズム推進法に基づく「西表島エコツーリズム推

進全体構想」が 2022 年 12 月に策定され、西表島における適正な観光管理および持続可能

な観光の実現のため、利用者数の管理等を行うこととされている。 

 

 ② 国有林野の管理経営の現状及び評価 

本計画区の国有林は、沖縄森林管理署が管理経営しており、本計画の対象とする国有林

野面積は 24,648ha で、計画区全体の森林面積 40,429ha に対して 61％を占めている。主な
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樹種としては針葉樹はリュウキュウマツ、広葉樹はスダジイ、オキナワウラジロガシ、イ

スノキ、タブノキなどとなっている。また、林相別に見ると針葉樹林 1,188ha、針広混交

林 795ha、広葉樹林 22,280ha となっている。 

蓄積は 3,519 千㎥で、計画区全体の蓄積 6,197 千㎥に対して 57％を占めている。 

人工林面積は 1,465ha で人工林率は 6％となっている。森林の種類は、普通林が 146ha

で 1％、制限林が 24,502ha で 99％となっている。 

なお、制限林の 70％が保安林であり、そのうち水源かん養保安林が 94％となっている。 

   

   ○ 宮古八重山森林計画区内の森林資源状況       （単位：ha、㎥） 

区 分 人工林 天然林 その他 合計 

面 積 1,465 22,494 689 24,648 

蓄 積 350,087 3,168,304 366 3,518,757 

注：合計は、四捨五入の関係で必ずしも一致しない。 

 

主要施策に係る前計画の計画量と実行量について下表に示す。 

事業の実施に当たっては、効果的かつ効率的な実施に努めるとともに、国土の保全、環

境の保全等に十分配慮することとし、また、労働災害がなく、健康で明るく働けるように

労働安全衛生の確保に努める。 

前計画の実行について、伐採立木材積については、臨時的な伐採のみを計画したところ、

支障木等の最小限の伐採を実行した。 

 

   ○ 主要施策に係る計画量と実行量 

項  目 計  画 実  行 

伐採立木材積 4,000 ㎥ 28 ㎥ 

 主  伐 4,000 ㎥ 28 ㎥ 

 間  伐 －㎥ －㎥ 

造林面積 －㏊ －㏊ 

 人工造林 －㏊ －㏊ 

 天然更新 －㏊ －㏊ 

林道等の開設又は改良 開設：－㎞ 改良： －箇所 開設：－㎞ 改良：－箇所 

注：計画の臨時伐採量は主伐に含めた。 

 

 ③ 持続可能な森林経営の実施方向 

国有林野の管理経営に当たっては、開かれた「国民の森林
も り

」の実現を図り、現世代から

将来世代へ森林からの恩恵を伝えるため、住民の方々の意見を聴き、機能類型区分や森林

の適切な整備・保全等による持続可能な森林経営に取り組んでいく。 

また、持続可能な森林経営については、日本はモントリオール・プロセスに参加してお

り、この中で森林経営の持続可能性を客観的に把握し評価するための 7 基準（54 指標）が

示されている。本計画区の国有林野について、この基準を参考に取り組んでいる施策及び
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森林の取扱方針を整理すると次のとおりとなる。 

Ⅰ 生物多様性

の保全 

 

 

地域の特性に応じた多様な森林生態系を保全していくため、針広混交林

等様性の保全からなる多様な林相の森林を整備及び保全していくととも

に、貴重な野生動植物が生息・生育する森林について適切に保護・保全す

るほか、施業を行う場合でも適切な配慮を行う。関連する主な施策として、

厳格な保全・管理を行う保護林のモニタリング調査等を通じた適切な保全

・管理等を推進するとともに、原生的な天然林や里山林、渓畔林、保護樹

帯等を各々の林相に応じ適切な整備・保全を行い、森林生態系のネットワ

ークの構築を図る。 

Ⅱ 森林生態系

の生産力の維

持 

 

森林としての成長力を維持し健全な森林を整備していくため、間伐等の

適切な実施と伐採後の更新確保による健全な森林の整備とともに、公益的

機能の発揮と両立した木材の生産を行う。関連する主な施策として、計画、

設計、施工の各段階において森林生態系との調和を図りつつ、林道（林業

専用道を含む。以下同じ。）及び森林作業道の適切な組合せによる路網の

計画的な整備を推進する。 

Ⅲ 森林生態系

の健全性と活

力の維持 

外部環境から受ける影響から森林の劣化を防ぐため、森林病害虫や山火

事等から森林を保全するとともに、被害を受けた森林の回復を行う。関連

する主な施策として、松くい虫被害のまん延防止のため、薬剤による防除、

伐倒駆除等に取り組むとともに、シカによる森林被害の状況を踏まえ、被

害防除及びシカの捕獲を推進する。 

Ⅳ 土壌及び水

資源の保全と

維持 

 

 

降雨に伴う侵食等から森林を守るとともに、森林が育む水源の涵
かん

養のた

め、山地災害により被害を受けた森林の整備、復旧や公益的機能の維持の

ために必要な森林の保全を行うとともに、森林施業においても裸地化する

期間の短縮や尾根筋や沢沿いでの森林の存置を行う。関連する主な施策と

して、安全・安心に暮らせる環境づくりを目指して、民有林と国有林が連

携した効果的な治山対策に取り組む。 

Ⅴ 地球的炭素

循環への森林

の寄与の維持 

地球温暖化防止に貢献するため、温室効果ガスの吸収源と位置づけるこ

とのできる森林を確保するため育成林の整備を推進するとともに、天然生

林の保全を行うほか、森林整備の円滑な推進と炭素の貯蔵庫としての機能

を維持するため木材利用を推進する。 

関連する主な施策として、除間伐を主体に森林整備を推進するとともに

治山事業における間伐材等の利用促進や、間伐材を使用した紙製品の普及

に取り組む。 

Ⅵ 社会の要望

を満たす長期

的・多面的な

社会・経済的

便益の維持及

び増進 

国民の森林
も り

に対する期待に応えるため、森林が有する多面的機能の効果

的な発揮に取り組むとともに、森林浴や森林ボランティア、環境教育等森

林と人とのふれあいの確保のためのフィールドの提供や森林施業に関す

る技術開発等に取り組む。関連する主な施策として、「レクリエーション

の森」のＰＲや施設整備等に努めるなど、「国民の森林
も り

」として充実を図

るとともに、学校のカリキュラムへの森林環境教育の導入、「遊々の森」

の設定の推進、教職員を対象とした森林教室の実施等、学校との連携の強

化に取り組む。 
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Ⅶ 森林の保全

と持続可能な

経営のための

法的、制度的

及び経済的枠

組 

Ⅰ～Ⅵで記述した内容を着実に実行し「国民の森林
も り

」として開かれた管

理経営を行うため、国有林野に関連する法制度に基づく各計画制度の適切

な運用はもとより、管理経営の実施に当たっては国民の意見を聴きながら

進めるとともに、モニタリング等を通じて森林資源の状況を把握する。関

連する主な施策として、国有林モニターを活用し、国有林野事業等に対す

る意見、要望等を聴取するとともに、国有林野事業の運営等について国民

の理解の促進を図る。 

 

 ④ 政策課題への対応 

本計画区の国有林では、国土保全や水源涵
かん

養等の公益的機能の維持増進、森林環境教育

や森林とのふれあい、国民参加の森林
も り

づくりの推進、地球温暖化防止や生物多様性の保全

などの政策課題に対応している。 

林業の成長産業化の実現に向けた取組としては、フォレスター等の活用による民有林行

政支援などに取り組む。 

 

（２）機能類型に応じた管理経営に関する事項 

① 機能類型ごとの管理経営の方向 

公益的機能の維持増進を旨とした管理経営を行うため、 

・山地災害防止タイプ（土砂流出・崩壊防備エリア、気象害防備エリア） 

・自然維持タイプ 

・森林空間利用タイプ 

・快適環境形成タイプ 

・水源涵
かん

養タイプ 

の機能類型区分を行い、重視すべき機能の発揮を目的とした管理経営を行う。 

なお、地域別の森林計画における公益的機能別施業森林との関係は下表のとおり。 

 

〇 機能類型と公益的機能別施業森林の関係 

機能類型 

公益的機能別施業森林 

水源涵
かん

養

機能維持

増進森林 

山地災害

防止機能/

土壌保全

機能維持

増進森林 

快適環境

形成機能

維持増進

森林 

保健機能

維持増進

森林 

山地災害防止 

タイプ 

土砂流出・崩壊防備エリア 〇 〇   

気象害防備エリア 〇 〇 〇  

快適環境形成タイプ 〇  〇  

水源涵
かん

養タイプ 〇    

自然維持タイプ 〇 〇  〇 

森林空間利用タイプ 〇 〇  〇 

 

また、機能類型区分に応じた管理経営にあたっては「管理経営の指針」（別冊）による
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ほか、次の点に留意して、森林の自然条件や社会的条件を踏まえて適切に行う。なお、各

機能の発揮を図るために導入する林相の維持・改良等に必要な施業により生じる木材につ

いては、有効利用を図る。 

 

 ア 山地災害防止タイプにおける管理経営の指針その他山地災害防止タイプに関する事項 

山地災害防止タイプは、土砂の流出・崩壊、落石等の山地災害による人命・施設の被害

の防備その他災害に強い国土基盤の形成に係る機能を重点的に発揮すべき森林であり、次

の事項に留意して、保全対象と当該森林の位置的関係、地質や地形等の地況、森林現況等

を踏まえた適切な管理経営を行う。 

 

山地災害防止タイプのうち、土砂流出・崩壊防備エリアでは、根系が深くかつ広く発達

し、常に落葉層を保持し、適度の陽光が入ることによって下層植生の発達が良好であり、

必要に応じて土砂の流出・壊を防止する治山施設等が整備されている森林を整備の目標と

する。 

 

山地災害防止タイプのうち、気象害防備エリアでは、樹高が高く下枝が密に着生してい

るなど遮蔽能力が高く、諸被害に対する抵抗性の高い樹種によって構成される森林を目標

とする。 

 

 イ 自然維持タイプにおける管理経営の指針その他自然維持タイプに関する事項 

自然維持タイプは、原生的な森林生態系からなる自然環境の維持、動植物の保護、遺伝

資源の保存等自然環境の保全に係る機能を重点的に発揮すべき森林であり、原則として自

然の推移に委ねるとともに、生物多様性の保全等に配慮した管理経営を行う。 

 

 ウ 森林空間利用タイプにおける管理経営の指針その他森林空間利用タイプに関する事項 

森林空間利用タイプは、スポーツ又はレクリエーション、教育文化、休養等の場及び優

れた景観の提供に係る機能を重点的に発揮すべき森林であり、それぞれの保健・文化的利

用の形態に応じた管理経営を行う。 

 

 エ 快適環境形成タイプにおける管理経営の指針その他快適環境形成タイプに関する事項 

快適環境形成タイプは、騒音の低減や大気の浄化、木陰の提供等による気象緩和等地域

住民の居住環境を良好な状態に保全する機能を重点的に発揮すべき森林であり、それぞれ

の機能に応じた管理経営を行う。 

 

 オ 水源涵
かん

養タイプにおける管理経営の指針その他水源涵
かん

養タイプに関する事項 

水源涵
かん

養タイプは、国民生活に欠かせない良質で豊かな水の供給に係る機能を重点的に

発揮すべき森林であり、渇水緩和や水質保全等の水源涵
かん

養機能を高めるため、浸透・保水

能力の高い森林土壌の維持及び根系や下層植生の発達が良好で諸被害に強い森林の整備を

目標として管理経営を行う。なお、これら条件の維持できる範囲で森林資源の有効利用に

配慮する。 
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② 地区ごとの管理経営の方向 

 

ア 西表島東部地区（１１６～１２６、１７０～２０３林班） 

仲間川流域は、西表自然休養林(仲間川地区)に設定されているとともに、内陸部及び南

岸部を含めて西表島森林生態系保護地域に設定されている。同流域は西表石垣国立公園に

も指定されており、世界自然遺産地域となっている。森林生態系の保存・保全や森林レク

リエーション利用を考慮し自然環境の保全・形成等の機能発揮を重視すべき森林であるこ

とから「自然維持タイプ」に区分して管理経営を行う。 

また、海岸線から集落及び農用地周辺については、山地災害の防止機能や水源涵
かん

養機能

を重視すべき森林であることから「山地災害防止タイプ」または「水源涵
かん

養タイプ」に区

分して管理経営を行う。 

 

イ 西表島西部地区（１０１～１１５、１２７～１６９、２０４～２１１林班）  

浦内川及びヒナイ川流域は、西表自然休養林（浦内川及びヒナイ川地区）に設定されて

いるとともに、浦内川河口部分及び内陸部を含めて西表島森林生態系保護地域が設定され

ている。浦内川及びクイラ川流域は西表石垣国立公園に指定されており、世界自然遺産地

域となっている。森林生態系の保存・保全や森林レクリエーション利用等自然環境の保全

・形成を重視すべき森林であることから「自然維持タイプ」に区分して管理経営を行う。 

また、海岸線から集落及び農用地周辺、本地区中央の分収造林地並びに分収造林地周辺、

鳩間島、中御神島及び西表島西部地区周辺に介在する大小の島々の一部については、山地

災害防止機能や水源涵
かん

養機能を重視すべき森林であることから「山地災害防止タイプ」ま

たは「水源涵
かん

養タイプ」に区分して管理経営を行う。 

 

（３）森林の流域管理システムの下での森林・林業再生に向けた貢献に必要な事項 

民有林関係者と連携して推進する森林の流域管理システムの下、森林の有する多面的機

能の持続的発揮を基本としつつ、我が国の森林・林業の再生に貢献していくため、県・市

町村等との密接な連携を図るとともに、森林経営管理制度の導入を踏まえ、国有林におい

てはこの制度が円滑に機能するよう組織・技術力・資源を活用し、民有林経営の支援等に

積極的に取り組む。 

また、国民の森林
も り

としての管理経営を推進する観点から、森林環境教育の推進、生物多

様性の保全に係る取組の推進（研究機関との共同研究による希少野生動植物の生息状況の

把握及び生息環境の保全等）、安全・安心の取組に係る情報提供等に努める。 

これらを通じて、地域経済の発展や山村地域の振興に寄与するよう努める。 

 

（４）主要事業の実施に関する事項 

本計画及び前計画期間における伐採、更新、保育及び林道の事業総量は以下のとおり、

臨時的な伐採量のみである。 

事業の実施に当たっては、効果的かつ効率的な実施に努め、国土の保全、自然環境の保

全、生物多様性の保全等に十分配慮しつつ、地域の現況を踏まえ、多様で健全な森林の整

備・保全を推進する。 

また、労働災害がなく、健康で明るく働けるように労働安全衛生の確保に努める。 
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① 伐採総量 

（単位：㎥、ha） 

区  分 主伐 間伐 臨時伐採量 計 

本 計 画 
－ －      

(－) 

4,000 4,000     

前 計 画 
－      － 

(－) 

4,000 4,000 

  注：（ ）は、間伐面積である。 

 

② 更新総量 

（単位：ha） 

区  分 人工造林 天然更新 計 

本 計 画 － － － 

前 計 画 － － － 

 

③ 保育総量 

（単位：ha） 

区  分 下刈 つる切 除伐 ぼう芽整理 

本 計 画 － － － － 

前 計 画 － － － － 

 

  ④ 林道の開設及び改良の総量 

 

区 分 
開   設 改   良 

路線数 総延長（ｍ） 箇所数 総延長（ｍ） 

数 量 － － － － 

 

（５）その他必要な事項 

   該当なし。 

 

２ 国有林野の維持及び保存に関する事項 

（１） 巡視に関する事項 

 ① 山火事防止等の森林保全巡視 

本計画区には国立公園等が指定されており、また、レクリエーションを目的とした森林

への入込利用者が多く、このため、地元住民及び地元市町等と連携を密にして、標識類の

整備、山火事防止のＰＲ、啓発活動を行うとともに、森林保全巡視を強化し、山火事等の

未然防止に万全を期する。 
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また、廃棄物の不法投棄については、地元市町村等関係機関、森林保全巡視員及びボラ

ンティア団体との連携の強化を図り防止に努める。 

 

 ② 境界の保全管理 

境界標の巡検及び境界巡視を確実に行い、境界の保全管理に努める。 

 

（２）森林病害虫の駆除又はそのまん延の防止に関する事項 

森林病害虫による被害の早期発見及び早期駆除を図るために、適切な森林の巡視に努め

る。 

 

（３）特に保護を図るべき森林に関する事項 

世界自然遺産地域には貴重な自然環境を有する天然林等が多数存在しており、これらの

森林については、生物多様性の保全を図るうえで重要であり、保護林として適切に保護・

保全を図っていくとともに、巡視活動やモニタリング調査を通じ、希少野生動植物等の保

護、外来種対策等の適切な保全・管理を推進する。 

 

（４）その他必要な事項 

本計画区の国有林野の大半が水源かん養保安林に指定されているなど、水源涵
かん

養の上で

重要な森林が多く存在することから、保安林等の適切な管理に努める。 

また、自然災害等により劣化した森林の再生・復元に努めるとともに、ボランティア団

体等と協働・連携し、海岸林の自然再生、荒廃した植生の回復措置、外来種の駆除を行う

など、森林生態系の保全等のための取組について、環境行政との綿密な連携を確保しつつ

推進する。 

 

３ 林産物の供給に関する事項 

（１）木材の安定的な取引関係の確立に関する事項 

該当なし。 

 

（２） その他必要な事項 

   該当なし。 

 

４ 国有林野の活用に関する事項 

（１）国有林野の活用の推進方針 

国有林野の活用に当たっては、地域の社会的・経済的状況、住民の意向等を考慮し、地

域における産業の振興、住民の福祉の向上等に資するよう、国有林野の管理経営との調整

を図りつつ、積極的に推進する。 

本計画区の中心となる西表島及び鳩間島等の周辺の島々を含めた竹富町の面積全体の

74％が国有林であり、地域振興のためには国有林の活用が不可欠なことから、農林業の構

造改善のための活用及び農道並びに公道の整備等、地域産業の振興に資する国有林野の活

用を図る。 
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（２）国有林野の活用の具体的手法 

国有林野の活用に当たり、希少野生動植物の保護、豊かな自然環境の保全等、森林の持

つ公益的機能との調和を図り、「レクリエーションの森」については、魅力あるフィール

ドとして整備し、その活用を推進する。 

また、道路等の公用・公共用地等については貸付又は売払い等を図る。 

 

（３）その他必要な事項 

該当なし。 

 

５ 公益的機能維持増進協定に基づく林道の開設その他国有林野と一体として整備及び保全を

行うことが相当と認められる民有林野の整備及び保全に関する事項 

（１）公益的機能維持増進協定の締結に関する基本的な事項 

国有林野に隣接・介在する民有林野の中には、小規模で孤立分散し立地条件が不利であ

ること等から森林所有者等による施業が行われず、当該民有林野における土砂の流出等の

発生が国有林野の発揮する国土保全等の公益的機能に悪影響を及ぼしたり、外来樹種の繁

茂等が国有林野で実施する駆除の効果の確保に支障を生じさせる場合がある。 

このような場合、国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るために有効かつ適切な

ものとして、地域の森林における生物多様性の保全を図る上で必要となる外来樹種の駆除

等を民有林野と一体的に行い、民有林野の有する公益的機能の維持増進にも寄与するよう、

公益的機能維持増進協定制度の活用に努める。 

 

（２）国有林野と一体として整備及び保全を行うことが相当と認められる民有林野の整備及び

保全に関する事項 

公益的機能維持増進協定の締結に当たっては、民有林野の森林所有者等にも原則として

相応の費用負担を求めるなど、合理的な役割分担の下での一体的な森林の整備及び保全の

実施に向けた条件整備を進める。 

 

６ 国民の参加による森林の整備に関する事項 

（１）国民参加の森林
も り

に関する事項 

ボランティア団体等との協定に基づく「ふれあいの森」等により、国民の自主的な参加

による森林整備活動等を推進する。 

 

  ○ ふれあいの森    

名   称 面 積（ha） 位 置（林小班） 

イリオモテヤマネコと共存す

る森 

 9.24ha 西表国有林 

141 と林小班ほか 

外来種駆除活動に関する協定  1.33ha 西表国有林 

136 ほ林小班ほか 
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（２）分収林に関する事項 

森林に対する国民の要請が多様化する中で、社会貢献活動として森林
も り

づくりに自ら参加

・協力したいという企業等の要請に応えるため、分収林制度の活用による森林整備を推進

する。 

 

（３）その他必要な事項 

協定の締結により継続的に体験活動ができる「遊々の森」等を活用して、豊かな自然環

境を有する国有林野を多様な体験活動の場として積極的に提供し、森林環境教育の推進に

努める。 

また、教職員やボランティアのリーダー等に対する普及啓発や技術指導、森林環境教育

のプログラムや教材の提供等を積極的に推進する。 

さらに、森林管理署等は、国民参加による森林の整備・保全等に関する情報の提供、国

民からの相談への対応、国民参加の支援を行う拠点としての機能の発揮を行うよう努める。 

 

７ その他国有林野の管理経営に関し必要な事項 

（１）林業技術の開発、指導及び普及に関する事項 

流域の要請に応じて林業技術の開発、指導及び普及に寄与する。 

 

（２）地域の振興に関する事項 

機能類型に応じた適切な管理経営を行い、山地災害の防止、水源の涵
かん

養、自然環境の保

全、保健・文化・教育的利用、木材の安定供給等を通じて地域振興に寄与するよう努める。 

  また、その際には次の点に留意する。 

① 分収造林及び国有林野の利活用の要請に対しては積極的に対応する。 

② 蜂蜜の採取源となる樹種については、事業実行との調整を図りつつ、その保全に努める。 

 

（３） その他必要な事項 

該当なし。 



 

 

 

第６次国有林野施業実施計画書 

 

（宮古八重山森林計画区） 

 

 

 

 

 

        自 令和５年４月１日 

計画期間 

        至 令和10年３月31日 

 

 

 

 

 

九州森林管理局 
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(単位：ha)

上限伐採面積

複層林施業 － スギ・ヒノキ複層林

天然林・その他施業 29.00

その他人工林

保護樹帯

天然林長伐期

天然林広葉樹

通常伐期施業 －
スギ・ヒノキ普通伐期

しいたけ原木

長伐期施業 27.00

スギ長伐期

ヒノキ長伐期

アカマツ長伐期

 (3)　水源涵
かん

養タイプの施業群別の上限伐採面積

施 業 群

合 計 590.83

施 業 群 設 定 外 －

99.89
伐採箇所の縮小、分散化による複層伐を行
う

35

ア カ マ ツ 長 伐 期 385.71
伐採箇所の縮小、分散化、長期化による皆
伐新植を行う

80

天 然 林 長 伐 期 105.23
伐採箇所の縮小、分散化、長期化による皆
伐新植を行う

100

天 然 林 広 葉 樹

　　　伐採・更新箇所ごとの伐採・更新面積及び方法等については、伐採造林計画簿に示すと

　　おりである。

 (2)　水源涵
かん

養タイプにおける施業群別面積等

  (単位：ha)

施 業 群 面 積 取 扱 い の 内 容 伐 期 齢 等

 (1)　伐採造林計画簿

１　国有林野の区画の名称及び区域並びに機能類型及びエリア別の区域

    国有林野の区画の名称及び区域並びに機能類型及びエリア別の区域の配置については、国

　有林野施業実施計画図による。

２　施業群の名称及び区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積、伐採箇所ごとの伐採方法及び

　伐採量並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量
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市 町 村 名

林 地 林
地
以
外

合 計
主 伐 間 伐 小 計

臨 ■ 時
伐 採 量

注　臨時伐採量及び林地以外の土地に係る伐採量は含まない。

竹 富 町 － － －

800

主伐 間伐 小計
臨　時
伐採量

計

－ －

－ － －

－ － －

計

注１　（　）は間伐面積である。

　２　四捨五入の関係で計と内訳の合計が一致しないことがある。

　（再掲）市町村別内訳

(単位：㎥)

－ 4,000合 ■ 計 － － － 4,000 4,000

－ 800年 平 均

自然維持タイプ

－ － － 800

ｽ ｷ ﾞ ･ ﾋ ﾉ ｷ 複 層 林 － － －

水
源
涵か

ん

養
タ
イ
プ

ｽ ｷ ﾞ ･ ﾋ ﾉ ｷ 普 通 伐 期 －

森林空間利用タイプ

ヒ ノ キ 長 伐 期

計 － － －

そ の 他 人 工 林 －

保 護 樹 帯 － － －

 (4)　伐採総量

(単位：㎥､ha)

区 分

林 地 林
地
以
外

合 計

快適環境形成タイプ － － －

－ － －

山地災害防止タイプ － － －

－ －

ス ギ 長 伐 期 － － －
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自然維持
ﾀｲﾌﾟ■■

森林空間
利用ﾀｲﾌﾟ

快適環境
形成ﾀｲﾌﾟ

水源涵養
ﾀｲﾌﾟ

　　　　－ 　　　　－ 　　　　－ 　　　－ 　　　　－ 0.00

ぼう芽整理　　　　－ 　　　　－ 　　　　－ 　　　－ 　　　　－

保
育

下 刈 　　　　－ 　　　　－ 　　　　－ 　　　－ 　　　　－ 　　　　　－

　　　　　－

除 伐 　　　　－ 　　　　－ 　　　　－ 　　　－ 　　　　－ 　　　　　－

つ る 切 　　　　－ 　　　　－ 　　　　－ 　　　－ 　　　　－

　　　　　－

計

　　　　　－

 (6)　保育総量

(単位：ha)

区 分
山地災害
防止ﾀｲﾌﾟ

自然維持
ﾀｲﾌﾟ■■

森林空間
利用ﾀｲﾌﾟ

快適環境
形成ﾀｲﾌﾟ

水源涵
かん

養

合 計 　　　　－ 　　　　－ 　　　　－ － 　　　　－

合 計
ﾀｲﾌﾟ■■

　　　　　－

計 　　　　－ － － － 　　　　－ 　　　　　－

ぼ う 芽 － － － － －

－ － －

計 　　　　－

　　　　　－

天然下種
第 ２ 類

－ － － － － 　　　　　－

－ 　　　　－ 　　　　　－－ －

 (5)　更新総量

(単位：ha)

区 分
山地災害
防止ﾀｲﾌﾟ

合 計

天

然

更

新

天然下種
第 １ 類

－ － － － －

－ 　　　　　－

複 層 林
造 ■ 成

－ － － － － 　　　　　－

人

工

造

林

単 層 林
造 ■ 成

－
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計

保 安 林 整 備 1ha

保 全 施 設 14箇所

101、140、172 保 全 施 設 そ の 他 5箇所

172 保 安 林 整 備 1ha

140、141 保 全 施 設 渓 間 工 2箇所

134、135、138、141、209 保 全 施 設 山 腹 工 7箇所

４　治山に関する事項

位 置 （ 林 班 ） 区 分 工 種
計　画　量

（箇所数又は面積）

該当無し

３　林道の整備に関する事項

基幹・■
その他別

開設・
改良■

路 線 名 箇 所 （ 林 班 ）
延 長
（ ｍ ）

備 考
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101い～に１､102い～に､ロ
103い～は2、104い､105い～は､
106い､ろ､107い､108い～は､109ろ､
120い1､121い1､128ろ､129ろ､
130い～ほ1､131い～へ､132い､ち､
133い､134い､135い､
136い～に1､ほ1､ロ､ニ､
137い､ろ1～ほ1､138い～る、わ､ホ､139イ､
142い､143い～ぬ､144い～り1､145い～ほ､
146い～ち2､
147い､い1､い3～に､ほ1､
148い1～は､に1､149い､ろ1､は､
150い～と､151い～り､152い～へ､
153い～り､154い～へ1､155い～ほ､
156い～ち1､157い､ろ､158い､ろ1､
159い､ろ､160い～と､161い～ち､イ､162い､
163い､ろ､164い､165い､ろ､
166い､ろ､は1､168ろ1､は1､
169い､ろ､は1～に､170い､ろ､171い、
172と～ち1､173ろ､は､174ろ､175い､
180い1､181ろ1､ろ2､182い､183は1､イ
184は､は3､は4､に､イ､
185ろ､ろ１、に､イ､ロ､ニ､ホ､
186い､は､187い､188い､ろ､に､
189い～は､190い1､192い～ろ1､
193い～ろ1､ロ､194い､い1､196い～ろ
197ろ､ろ1､198に､ほ､ハ､199い､
200い1､200い2､201い1～い3､
202い､ろ1～は､203い～は､は2､は3
204い～は､205い､ろ1､ろ2､
206い､ろ､は1､207い～ろ1､208に～に2

複雑な地形などの条
件のもと、汽水域の
マングローブ林のほ
か、スダジイ（イタ
ジイ）、オキナワウ
ラジロガシ、タブノ
キ等で構成され、大
陸依存種である温帯
系のものと熱帯性の
ものが入り交じった
植生を形成し、原生
的な天然林が相当程
度まとまりを有した
地域となっている。
これらを基盤に、イ
リオモテヤマネコを
はじめとした固有種
や多くの動植物が生
息する。こうした生
物多様性に富んだ森
林生態系の保護・保
全のため設定。

計 １箇所 22,366.42

保全利用
地区

12367.14

森林生態
系保護地

域

西表島 保存地区
9999.28

108は1、109い、110い、ろ、111い、
112い、113い、114い、115い、ろ、
116い、117い、118い、119い、
120い、ろ、121い、122い、123い、
124い、125い、126い、127い、
128い、129い、136ほ、ハ、137ろ、
147い2、ほ、148い、に、149ろ、に、
157ろ1、ろ2、158ろ、159ろ1、
166は、167い～は、168い～に、
169は、171い1、173い、は1、イ、
174い、は、175ろ、176い、177い、
178い、179い、180い、181い､ろ､
182ろ､183い～は､ロ､
184い､ろ､は1､は2､は5､
185い､は､ハ､186ろ､190い､ろ､
191い､195い､197は､198ほ1､
199い1、200い､ろ､201い､202ろ､
203は1､205ろ､206は､207は

５　保護林及び緑の回廊の名称及び区域

 (1)　保護林の名称及び区域

種 類 名 称 面積（ha） 位置（林小班） 特徴等 備考
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該当なし

1箇所 4.38

６　樹木採取区の名称、所在地及び面積

名 称 所在地（林小班） 面 積 （ ha ） 備 考

該当なし

 (2)　緑の回廊の名称及び区域

名 称 延長（km） 面 積 （ ha ） 位置（林小班） 特 徴 等 備 考

計

希少個体群保
護林

船浦
ニッパヤシ

合 計 2箇所 22,370.80

4.38 208は

汽水域に生息する灌木状・
雌雄同体のヤシ科の1属１種
のヤシの日本国内で数少な
い自生地の保護・保全のた
め設定。

備考種 類 名 称 面積（ha） 位置（林小班） 特徴等
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自
然
休
養
林

浦内川、仲間
川、ヒナイ川
の各流域に生
息するマング
ローブ林、イ
タジイ、オキ
ナワウラジロ
ガシなどの亜
熱帯常緑天然
広葉樹やヤエ
ヤマヤシを含
む、その他の
亜熱帯性の植
物が多く、自
然環境に優れ
ているため

無

西
表
自
然
休
養
林
　
ヒ
ナ
イ
川
地
区

465.99 風景ゾーン
205ろ1、
206ろ、
207ろ１

天然生林へ導く
ための施業

無

208ヘ 林地以外の土地

風致探勝ゾーン
204い、い１、
   ろ１
205い、206い、
207い、208に1
208に2

天然生林へ導く
ための施業

西
表
自
然
休
養
林
　
浦
内
川
地
区

1,014.72 風景ゾーン
128ろ、129ろ
130い、131い
132い、133い
134い、135い
136い～に1

天然生林へ導く
ための施業

展望台
自然研究路
休憩所
便所
給水施設

沖縄県
知事風致探勝ゾーン

101い～は、
   に１、
102い～は
103い、ろ、は１
104い、
105ろ、106ろ、
107い、108い、
109ろ、
136ほ1、137ろ1

天然生林へ導く
ための施業

108ろ 育成複層林へ導
くための施業

101イ、ロ 林地以外の土地

７　レクリエーションの森の名称及び区域

種類 名 称
面積
（ha）

位 置
（ 林 小 班 ）

選定理由 施業方法
既存施設
の概要■

施設
整備

備考
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自
然
休
養
林

種類 名 称
面積
（ha）

位 置
（ 林 小 班 ）

選定理由 施業方法
既存施設
の概要■

同上

施設
整備

備考

無

８　公益的機能維持増進協定の名称及び区域

名　称
区 域

（ 林 小 班 ）
面 積

（ ha ）
森 林 施 業
の 種 類 ■

林 道 の
開 設 等

設定年及び
有効期限■

備考

天然生林へ導く
ための施業

該当なし
民

国

西
表
自
然
休
養
林
　
仲
間
川
地
区

639.99

合計 2,120.70

無

風景ゾーン
173ろ、174ろ
175い、182い

天然生林へ導く
ための施業

風致探勝ゾーン
184に、185ろ、
185ろ1

天然生林へ導く
ための施業

185イ、ロ、
　 二、ホ

林地以外の土地

自然観察教育
ゾーン
185に
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計

注　ふれあいの森その他森林空間利用タイプに設定している施業指標林、試験地等を除く。

　　　レクリエーションの森以外の森林空間利用タイプの施業方法

位 置 （ 林 小 班 ） 面積（ha） 施 業 方 法

187イ 0.64 林地以外の土地

 (4)　その他

 (3)　森林共同施業団地

名 称
対 象 地
（ 林 小 班 ）

面 積
（ ha ）

協 定 の 概 要

該当なし

該当なし

森林施業
モデル林

南風見海岸
国土保全モデル林

H12 18.58 172に

 (2)　フィールドの提供

対象地（林小班） 設 定 の 目 的 備 考

９　その他必要な事項

 (1)　施業指標林、試験地等

種 類 名 称
設定
年度

面積
（ha）

位 置
（ 林 小 班 ）

備 考
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附　　属　　資　　料



面　積 関 係 林 小 班

竹富町 10,976.76 116～126、170～203 245.87 －

与那国町 － 63.96 －

10,976.76 309.83 －

祖納 竹富町 13,670.74
101～115、127～169、204～
211

65.53 －

13,670.74 65.53 －

24,647.50 375.36 －合計

大原

関　係

市町村
担当区

計

計

官　行
造林地
面　積

（単位：ha）

　(1) 担当区別の区域及び面積

１　国有林野の現況

不要存
置林野
面　積

要　存　置　林　野
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　(2) 保安林、自然公園等の面積

水源かん養保安林 16,109.01 16,109.01
土砂流出防備保安林 19.74 19.74
土砂崩壊防備保安林 692.94 692.94
飛砂防備保安林
防風保安林 80.55 80.55
水害防備保安林
潮害防備保安林 (25.62) 218.05 (25.62) 218.05
干害防備保安林
防雪保安林
防霧保安林
なだれ防止保安林
落石防止保安林
防火保安林
魚つき保安林
航行目標保安林
保健保安林 (3,344.30) 84.27 (3,344.30) 84.27
風致保安林

計 (3,369.92) 17,204.56 (3,369.92) 17,204.56

特別保護地区 (4,614.29) 34.73 (4,614.29) 34.73
第一種特別地域 (11,007.85) 4,454.92 (11,007.85) 4,454.92
第二種特別地域 (1,070.75) 662.78 (1,070.75) 662.78
第三種特別地域 (399.10) 2,145.28 (399.10) 2,145.28
地種区分未定特別地域

計 (17,091.99) 7,297.71 (17,091.99) 7,297.71
特別保護地区
第一種特別地域
第二種特別地域
第三種特別地域
地種区分未定特別地域

計
第一種特別地域
第二種特別地域
第三種特別地域
地種区分未定特別地域

計

(10,017.16) (10,017.16)

(479.37) (479.37)

(30,958.44) 24,502.27 (30,958.44) 24,502.27
(112.57) 144.97 (112.57) 144.97

(219.15) (219.15)

(331.72) 144.97 (331.72) 144.97
(31,290.16) 24,647.24 (31,290.16) 24,647.24

普
通
林

国立公園普通地区
国定公園普通地区
都道府県立自然公園普通地区
自然環境保全地域普通地区
都道府県自然環境保全地域普通地区
鳥獣保護区普通地区
種の保存法による監視地区
その他の法指定地域（普通林）

普通林計
法指定地域合計

注　(　)書きは、重複分。

その他の制限林
制限林計

都
道
府
県
立

自
然
公
園

原生自然環境保全地域

（単位：ha）

都市計画法による風致地区
林業種苗法による特別母樹林

自然環境保全地域特別地区

鳥獣保護区特別保護地区
都道府県自然環境保全地域特別地区

都市緑地保全法による緑地保全地区

種類及び区分
森林管理署別

沖縄 合計

制
限
林

史跡名勝天然記念物
種の保存法による管理地区

保
安
林

保安施設地区
砂防指定地

国
立
公
園

国
定
公
園

- 14 -



　(3) 林況 (林種別齢級別面積、材積及び成長量)

森林計画区： 158　宮古八重山 （単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年）

面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量
ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥

Ｎ 247,075 5,009.5
Ｌ 103,012 964.2
計 1,465.19 350,087 5,973.7
Ｎ
Ｌ

Ｎ 247,075 5,009.5
Ｌ 103,012 964.2
計 1,465.19 350,087 5,973.7
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 66,744 393.9
Ｌ 3,101,560 1,693.1
計 22,493.59 3,168,304 2,087.0 0.21
Ｎ 66,744 393.9
Ｌ 3,101,560 1,693.1
計 22,493.59 3,168,304 2,087.0 0.21

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 313,819 5,403.4
Ｌ 3,204,572 2,657.3
計 23,958.78 3,518,391 8,060.7 0.21

6.18
361.01 366
321.53

Ｎ
Ｌ 366
計 688.72 366
Ｎ 313,819 5,403.4
Ｌ 3,204,938 2,657.3
計 24,647.50 3,518,757 8,060.7 0.21

注１　（　）は、複層林の上木面積。
　２ 材積には、点生木及び被害木を含む。

天

然

林

育　成
単層林

育　成
複層林

総 数 １         齢         級 ２         齢         級

合　　計

竹　　林

無立木地

計

林地
以外
の

土地

附帯地
貸　地
雑　地

計

計

天　然
生　林

計

林地

人

工

林

育　成
単層林

育　成
複層林

計

区　　分
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（単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年） （単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年）

面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量
ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ 2,113 173.2 5,748 408.1
計 20.01 2,113 173.2 50.42 5,748 408.1
Ｎ
Ｌ 2,113 173.2 5,748 408.1
計 20.01 2,113 173.2 50.42 5,748 408.1

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ 2,113 173.2 5,748 408.1
計 20.01 2,113 173.2 50.42 5,748 408.1

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ 2,113 173.2 5,748 408.1
計 20.01 2,113 173.2 50.42 5,748 408.1

注１　（　）は、複層林の上木面積。
　２ 材積には、点生木及び被害木を含む。

林地
以外
の

土地

附帯地
貸　地
雑　地

計

合　　計

育　成
複層林

天　然
生　林

計

竹　　林

無立木地

計

区　　分

林地

人

工

林

育　成
単層林

育　成
複層林

計

計

天

然

林

育　成
単層林

３         齢         級 ４         齢         級 ５         齢         級
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（単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年） （単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年）

面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量
ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 6,159 213.9
Ｌ 361 14.8 10,021 270.5
計 1.84 361 14.8 130.07 16,180 484.4
Ｎ 6,159 213.9
Ｌ 361 14.8 10,021 270.5
計 1.84 361 14.8 130.07 16,180 484.4

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 6,159 213.9
Ｌ 361 14.8 10,021 270.5
計 1.84 361 14.8 130.07 16,180 484.4

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 6,159 213.9
Ｌ 361 14.8 10,021 270.5
計 1.84 361 14.8 130.07 16,180 484.4

注１　（　）は、複層林の上木面積。
　２ 材積には、点生木及び被害木を含む。

育　成
複層林

天　然
生　林

計

竹　　林

無立木地

計

区　　分

林地

人

工

林

育　成
単層林

育　成
複層林

計

計

天

然

林

育　成
単層林

林地
以外
の

土地

附帯地
貸　地
雑　地

計

合　　計

６         齢         級 ７         齢         級 ８         齢         級
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（単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年） （単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年）

面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量
ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥

Ｎ 18,663 448.5 133,732 2,846.9
Ｌ 5,539 90.0 49,306 640.4
計 114.08 24,202 538.5 733.06 183,038 3,487.3
Ｎ
Ｌ

Ｎ 18,663 448.5 133,732 2,846.9
Ｌ 5,539 90.0 49,306 640.4
計 114.08 24,202 538.5 733.06 183,038 3,487.3
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 3,451 74.2
Ｌ 21,577 362.6 20,593 294.0
計 166.91 21,577 362.6 125.12 24,044 368.2
Ｎ 3,451 74.2
Ｌ 21,577 362.6 20,593 294.0
計 166.91 21,577 362.6 125.12 24,044 368.2

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 18,663 448.5 137,183 2,921.1
Ｌ 27,116 452.6 69,899 934.4
計 280.99 45,779 901.1 858.18 207,082 3,855.5

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 18,663 448.5 137,183 2,921.1
Ｌ 27,116 452.6 69,899 934.4
計 280.99 45,779 901.1 858.18 207,082 3,855.5

注１　（　）は、複層林の上木面積。
　２ 材積には、点生木及び被害木を含む。

合　　計

竹　　林

無立木地

計

林地
以外
の

土地

附帯地
貸　地
雑　地

計

計

天

然

林

育　成
単層林

育　成
複層林

天　然
生　林

計

区　　分

林地

人

工

林

育　成
単層林

育　成
複層林

計

１１         齢         級９         齢         級 １０         齢         級
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（単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年） （単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年）

面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量
ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥

Ｎ 93,688 1,698.3 992 15.8
Ｌ 38,692 216.5 7,636 15.4 1,839 1.9
計 572.54 132,380 1,914.8 38.39 8,628 31.2 7.12 1,839 1.9
Ｎ
Ｌ

Ｎ 93,688 1,698.3 992 15.8
Ｌ 38,692 216.5 7,636 15.4 1,839 1.9
計 572.54 132,380 1,914.8 38.39 8,628 31.2 7.12 1,839 1.9
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 315 5.8 5,914 59.1
Ｌ 28,768 106.6 13,268 26.4 36,845 36.9
計 156.93 29,083 112.4 184.49 13,268 26.4 528.70 42,759 96.0
Ｎ 315 5.8 5,914 59.1
Ｌ 28,768 106.6 13,268 26.4 36,845 36.9
計 156.93 29,083 112.4 184.49 13,268 26.4 528.70 42,759 96.0

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 94,003 1,704.1 992 15.8 5,914 59.1
Ｌ 67,460 323.1 20,904 41.8 38,684 38.8
計 729.47 161,463 2,027.2 222.88 21,896 57.6 535.82 44,598 97.9

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 94,003 1,704.1 992 15.8 5,914 59.1
Ｌ 67,460 323.1 20,904 41.8 38,684 38.8
計 729.47 161,463 2,027.2 222.88 21,896 57.6 535.82 44,598 97.9

注１　（　）は、複層林の上木面積。
　２ 材積には、点生木及び被害木を含む。

計

合　　計

育　成
複層林

天　然
生　林

計

竹　　林

無立木地

計

区　　分

林地

人

工

林

育　成
単層林

育　成
複層林

計

計

天

然

林

育　成
単層林

林地
以外
の

土地

附帯地
貸　地
雑　地

１２         齢         級 １３         齢         級 １４         齢         級

-
19 -



（単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年） （単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年）

面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量
ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 218 1.5 19,675 39.4
Ｌ 6,336 8,745 220,227
計 49.29 6,554 1.5 142.87 8,745 1,657.66 239,902 39.4
Ｎ 218 1.5 19,675 39.4
Ｌ 6,336 8,745 220,227
計 49.29 6,554 1.5 142.87 8,745 1,657.66 239,902 39.4

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 218 1.5 19,675 39.4
Ｌ 6,336 8,745 220,227
計 49.29 6,554 1.5 142.87 8,745 1,657.66 239,902 39.4

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 218 1.5 19,675 39.4
Ｌ 6,336 8,745 220,227
計 49.29 6,554 1.5 142.87 8,745 1,657.66 239,902 39.4

注１　（　）は、複層林の上木面積。
　２ 材積には、点生木及び被害木を含む。

育　成
複層林

天　然
生　林

計

１７         齢         級
区　　分

林地

人

工

林

育　成
単層林

育　成
複層林

計

合　　計

竹　　林

無立木地

計

林地
以外
の

土地

附帯地
貸　地
雑　地

計

計

天

然

林

育　成
単層林

１５         齢         級 １６         齢         級
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（単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年） （単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年）

面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量 面 積 材 積 成 長 量
ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥ ha ㎥ ㎥

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 46
Ｌ 416 37,958
計 3.55 462 333.05 37,958
Ｎ 46
Ｌ 416 37,958
計 3.55 462 333.05 37,958

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 46
Ｌ 416 37,958
計 3.55 462 333.05 37,958

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 46
Ｌ 416 37,958
計 3.55 462 333.05 37,958

注１　（　）は、複層林の上木面積。
　２ 材積には、点生木及び被害木を含む。

林地
以外
の

土地

附帯地
貸　地
雑　地

計

合　　計

育　成
複層林

天　然
生　林

計

竹　　林

無立木地

計

１８         齢         級 １９         齢         級 ２０         齢         級
区　　分

林地

人

工

林

育　成
単層林

育　成
複層林

計

計

天

然

林

育　成
単層林

-
21 -



（単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年） （単位　面積：ha、材積：㎥、成長量：㎥／年）

面 積 材 積 成 長 量
ha ㎥ ㎥

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 30,966
Ｌ 2,688,584
計 18,942.47 2,719,550
Ｎ 30,966
Ｌ 2,688,584
計 18,942.47 2,719,550

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 30,966
Ｌ 2,688,584
計 18,942.47 2,719,550

Ｎ
Ｌ
計
Ｎ 30,966
Ｌ 2,688,584
計 18,942.47 2,719,550

注１　（　）は、複層林の上木面積。
　２ 材積には、点生木及び被害木を含む。

竹　　林

無立木地

計

林地
以外
の

土地

附帯地
貸　地
雑　地

計

計

天

然

林

育　成
単層林

育　成
複層林

天　然
生　林

計

区　　分

林地

人

工

林

育　成
単層林

育　成
複層林

計

合　　計

２１    齢    級    以    上
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２　機能類型別の国有林野の現況

森林計画区：158　宮古八重山 （単位　面積：ha、材積：㎥）

面積 材積 面積 材積 面積 材積 面積 材積 面積 材積 面積 材積 面積 材積 面積 材積

41.09 9,128 41.09 9,128 385.71 93,591 1,038.39 247,368 1,465.19 350,087

41.09 9,128 41.09 9,128 385.71 93,591 1,038.39 247,368 1,465.19 350,087

982.81 105,675 172.46 21,950 1,155.27 127,625 205.12 26,596 21,133.20 3,014,083 22,493.59 3,168,304

982.81 105,675 172.46 21,950 1,155.27 127,625 205.12 26,596 21,133.20 3,014,083 22,493.59 3,168,304

982.81 105,675 213.55 31,078 1,196.36 136,753 590.83 120,187 22,171.59 3,261,451 23,958.78 3,518,391

250.82 5.36 256.18 117.19 366 309.71 5.64 688.72 366

1,233.63 105,675 218.91 31,078 1,452.54 136,753 708.02 120,553 22,481.30 3,261,451 5.64 24,647.50 3,518,757

注１　<　>は、機能類型区分外で内書き。

　２　(　)は、竹林の面積及び材積で外書き。

竹    林

林 地 計

林地以外

合    計

天

然

林

育成単層林

育成複層林

天然生林

小　 計

無立木地

人

工

林

育成単層林

育成複層林

小　 計

 　　  機能類型

  林   種

合　　　計
土砂流出崩壊防備 気象害防備 計

山地災害防止タイプ
快適環境形成タイプ 水源涵養タイプ 自然維持タイプ 森林空間利用タイプ
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３　林道等の現況

自動車道 軽車道 合　計

0.0 0.0 0.0 0.0

４　収穫予想表

　　「別表１」のとおり

５　地元施設等の現況

（単位：百ｍ）

－

49.70

0.41

211.61

361.01

学 校 用 地 －

21.09

67.85

－

5.77

4.13

－

－

－

0.45

そ の 他 貸 地

温 鉱 泉 用 地

採 草 放 牧 用 地

農 耕 用 地

電 気 事 業 用 地

薪 炭

－

貸

地

共

用

林

野

区 分

分収造林契約に基づく分収林

分収育林契約に基づく分収林

普 通

合 計

鉱 業 用 地

道 路 用 地

水 路 用 地

放 牧

合 計

植 樹 用 地

建 物 用 地

－

林　　道
作業道区　分

延　長

面 積

465.38

（単位：ha）
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別表１　収穫予想表 

本

数

幹

材

積

連
年
成
長
量

平
均
成
長
量

本

数

幹

材

積

幹
材
積
累
計

本

数

幹

材

積

連
年
成
長
量

総
収
穫
量

平
均
成
長
量

cm m ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ％

10 4.5 4.1 17 1.7 0 17 17 1.7

3.2 5.6 18.1

15 7.1 5.8 2,210 33 2.2 1,140 12 12 3,350 45 45 3.0

4.8 8.6 15.8

20 10.1 7.5 1,580 57 2.9 630 19 31 2,210 76 88 4.4

7.6 11.2 13.2

25 12.8 9.3 1,290 95 3.8 290 18 49 1,580 113 144 5.8

8.4 11.8 9.5

30 15.6 11.2 1,090 137 4.6 200 17 66 1,290 154 203 6.8

7.6 10.6 6.5

35 18.2 12.6 960 175 5.0 130 15 81 1,090 190 256 7.3

6.4 9.0 4.6

40 20.3 13.7 870 207 5.2 90 13 94 960 220 301 7.5

5.2 7.6 3.4

45 22.1 14.5 800 233 5.2 70 12 106 870 245 339 7.5

4.8 7.0 2.8

50 23.7 15.0 750 257 5.1 50 11 117 800 268 374 7.5

4.2 6.2 2.3

55 25.2 15.4 710 278 5.1 40 10 127 750 288 405 7.4

3.6 5.4 1.9

60 26.2 15.4 680 296 4.9 30 9 136 710 305 432 7.2

3.4 4.8 1.6

65 27.2 16.0 660 313 4.8 20 7 143 680 320 456 7.0

3.2 3.8 1.2

70 28.0 16.2 650 329 4.7 10 3 146 332 475 6.8

h a 当 た り h a 当 た り h a 当 た り

成

長

率

林

齢

樹      種 ス  ギ 地   位 ２

主      林      木 副  林  木 主 副 林 木 合 計

平
均
胸
高
直
径

平
均
樹
高
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本

数

幹

材

積

連
年
成
長
量

平
均
成
長
量

本

数

幹

材

積

幹
材
積
累
計

本

数

幹

材

積

連
年
成
長
量

総
収
穫
量

平
均
成
長
量

cm m ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ％

10 6.4 6.0 44 4.4 0 44 44 4.4

5.8 8.4 12.9

15 9.6 8.2 2,600 73 4.9 1,900 13 13 4,500 86 86 5.7

6.2 10.4 10.5

20 12.8 9.8 1,700 104 5.2 900 21 34 2,600 125 138 6.9

6.6 10.8 8.2

25 15.8 11.4 1,320 137 5.5 380 21 55 1,700 158 192 7.7

6.4 10.2 6.3

30 18.6 12.8 1,050 169 5.6 270 19 74 1,320 188 243 8.1

6.2 9.4 4.9

35 21.2 14.0 900 200 5.7 150 16 90 1,050 216 290 8.3

6.0 8.6 3.9

40 23.6 14.9 790 230 5.8 110 13 103 900 243 333 8.3

5.6 7.8 3.1

45 25.8 15.7 700 258 5.7 90 11 114 790 269 372 8.3

5.2 7.0 2.5

50 27.8 16.3 640 284 5.7 60 9 123 700 293 407 8.1

4.8 6.4 2.1

55 29.8 16.9 590 308 5.6 50 8 131 640 316 439 8.0

4.4 5.8 1.8

60 31.6 17.4 550 330 5.5 40 7 138 590 337 468 7.8

3.8 4.8 1.4

65 33.2 17.8 525 349 5.4 25 5 143 550 354 492 7.6

3.2 3.8 1.1

70 34.6 18.1 510 365 5.2 15 3 146 525 368 511 7.3

林

齢

樹      種 リュウキュウマツ 地   位 ２

主      林      木 副  林  木 主 副 林 木 合 計

平
均
胸
高
直
径

平
均
樹
高

h a 当 た り h a 当 た り h a 当 た り

成

長

率
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本

数

幹

材

積

連
年
成
長
量

平
均
成
長
量

本

数

幹

材

積

幹
材
積
累
計

本

数

幹

材

積

連
年
成
長
量

総
収
穫
量

平
均
成
長
量

cm m ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ％

10 5.7 5.5 23 2.3 23 23 2.3

6.0 6.0 15.8

15 9.0 7.0 53 3.5 53 53 3.5

6.2 6.2 9.0

20 11.5 8.2 84 4.2 84 84 4.2

7.2 7.2 7.1

25 13.4 9.5 120 4.8 120 120 4.8

7.2 7.2 5.2

30 15.0 10.7 156 5.2 156 156 5.2

7.8 7.8 4.4

35 16.3 11.9 195 5.6 195 195 5.6

6.0 6.0 2.9

40 17.4 12.8 225 5.6 225 225 5.6

5.4 5.4 2.3

45 18.4 13.3 252 5.6 252 252 5.6

4.4 4.4 1.7

50 19.2 13.7 274 5.5 274 274 5.5

4.2 4.2 1.5

55 19.8 14.0 295 5.4 295 295 5.4

1.2 1.2 0.4

60 20.1 14.1 301 5.0 301 301 5.0

65

70

林

齢

樹      種 広葉樹 地   位 ２

主      林      木 副  林  木 主 副 林 木 合 計

平
均
胸
高
直
径

平
均
樹
高

h a 当 た り h a 当 た り h a 当 た り

成

長

率
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